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練も効果が低いという報告がある(Carron, 1990; Ortega and Rodríguez, 2008)。途上国貧困層対
象の経営訓練も効果が低い(Karlan and Valdivia,2011)2 。これは、一定年齢に到達すると、貧困
層を豊かにするほどの人的資本蓄積効果を上げるには、多額の予算を要することを示している。 
対照的に、健常な発達が危ぶまれる家庭環境の乳幼児を対象に実施された早期児童発達(early 
childhood development, ECD) プログラムの費用対効果は高い。表 1は、正確に効果が分かる実






                                                   
1 先進各国では世代間所得の相関は 0.2-0.4 と比較的強く(Solon, 2002; Black and Devereux, 2011)、親の所得と子ども
の健康状態にも強い正の相関がある(Galobardes et al., 2008)。英国でも親の所得が低いほど高校数学の成績が低
く、33 歳時の雇用確率や所得も低い(Currie and Thomas, 2001)。米国でも親の所得と成績には強い正の相関があ
る(Cunha et al., 2006)。 
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2. 27歳時点での所得増ゼロ(Chetty et al., 2011)。 
3. Heckman et al. (2010) の最も少なめに見積もった推計値。健康への効果は Campbell et al. (2014) の報告。 
4. 筆者による計算。Algan et al. (2012) が推計した時給増$1.23 に 1 週間 20 時間労働*40 年間を掛けて便益を合
計し、プロジェクト費用$8736 を費用として使った。欠損値が多いために計算された収益率は不正確で信頼
性が低い。 
5. 2歳での知能テストの結果(Grantham-McGregor et al., 1991, 11歳での知能テストも同様の結果) と 11歳でのドロ
ップアウトの結果。 
ただし、小標本で stimulation 実施群と統御群の差の検定はないが、より小さな差(正常身長群と統御群の差) が
p = :045 と報告されている(Walker et al., 2005)。所得は 20 年後の 105人の追跡結果(Gertler et al., 2014)。 
6. 9歳での知能テストの結果と 9歳での進級状況(Achenbach et al., 1993)。 
7. 3歳での知能テストの結果(Ramey et al., 1992)。 
8. 月齢 7 歳でのおもちゃ取得テストの結果(Gardner et al., 2003)。 
9. 6歳での知能テストの結果(Garber, 1988, p.90)。 
10. 5歳での知能テストの結果、女子のみが有意、男子は非有意。就学は 17歳時点、所得は 21歳時点で両性と
も非有意(Anderson, 2008)。 
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図 1: ストレスへ反応 
 




床下部-下垂体-副腎系) を中心に反応が起こる。図 1の(c) のように、視床下部が検知し、下垂体




一方、過度なストレス反応は消耗するため、 (d) のように、海馬 (hippocampus) や扁桃体











じて不安や恐怖への過剰な反応を引き起こしやすい [Conrad et al., 1999;Erickson et al., 
2009;McEwen and Gianaros, 2011, 5.7; Shonkoff et al.,2012, e236]。恒常的なストレス下にある
と成人期に海馬が縮小し、動作や知覚を担う灰白質が減り(Gianaros et al., 2007)、記憶や知的能
力に影響を与えることが示唆されている(Sheline, 2003; McEwen and Gianaros, 2010)。児童期
の体罰を経験した成人は前頭前皮質の灰白質が少ないことが知られている(Tomoda et al., 2009)。
また、早産は乳児の大脳皮質における神経回路が減ることが示されている(Pandit et al., 2013)。 
長期のストレスはストレス反応の統御機能も損なうと考えられている。幼少期にストレスを経
験した成人は、HPA 軸によるコルティゾルの発生が弱まりストレスへの適切対応が困難になる
(Gunnar and Donzella, 2002; Carpenter et al., 2009)。海馬縮小により、その機能低下がストレ





は、成体時の海馬が通常よりも小さい(Uno et al., 1989)。ラット実験では、胎内でGC が増える
とストレス反応過敏になり(Weinstock, 2001)、サルの実験では母サルの世話を少なくさせると、
ストレスを感じた子ザルの脳でCRF が増え、ストレス反応過敏になることが知られている
(Coplan et al., 1996)。ラット実験では、世話減少によるストレス過敏が子ラットをランダムに取
り替えても確認されるので、遺伝とは無関係に発生することが分かる(Francis et al., 1999)。以上
は発達への負の刺激であるが、正の刺激が知的能力を高める可能性も示されている 9。ラットのす
みかを放水仕掛けのある迷路に取り替えると、海馬のニューロンが増える(Kempermann et al., 
1997)。ラットの育成環境の知的刺激を増やすと、樹状突起やシナプス数が増え、迷路などの空間
学習を促進する(van Praag et al., 2000)。 
 
社会経済地位(SES) と脳発達 
低所得の方がストレスの影響を強く受けている子どもが多いため(Evans et al., 2007; Evans 
and Kim, 2012; McEwen and Gianaros, 2010)、認知科学では社会経済地位(SES) の低さと脳発
達の関係が注目されている。ストレスが長期化すれば、アロスタティック負荷が高まり、脳の発
達の妨げになる。既存研究では、ストレスを受ける期間や貧困期間が長いほど交感神経やHPA 軸
などが影響を受けて作業記憶を衰退させ(Evans and Schamberg, 2009)、唾液内のコルティゾル
が増え(Lupien et al., 2000)、慢性炎症(Danese et al., 2008; Miller and Chen, 2010) を引き起こ
すことが示されている。途上国でも、ストリート・チルドレンの方がアロスタティック負荷が高
いなど、貧困と脳発達の関係が指摘されている(Worthman and Panter-Brick, 2008)。 




9 National Scientific Council on the Developing Child (2005) はストレスを良好(positive)、負担(tolerable)、毒性(toxic) の 3 
段階に分類している。軽度であればストレスには脳発達を促す機能がある。 
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ることで、健全な発達を遂げる(Thomas and Knowland, 2009)。脳発達を促す上で最も効果のあ
る時期、つまり、最も可塑性(plasticity) がある時期は早期だけという臨界期(critical period) 仮
説を支持する証拠(Cunha et al., 2010) よりも、より後期にも影響を受けるという敏感期






et al., 2006; Shonkoff and Bales, 2011)、ECD は私的な問題ではなく、社会的な問題であること
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